
 
 
 
 
 
 

 

    

財
界
か
ら
大
歓
迎
さ
れ
、
マ
ス

コ
ミ
か
ら
も
肉
や
米
・
野
菜
が
安

く
な
る
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
。
果
た
し
て
そ
の
正
体
は
？
各

界
か
ら
懸
念
の
声
が
出
て
い
ま

す
。 

 

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
や
添
加

物
制
限
も
撤
廃
さ
れ
る
の
が
心

配
、
と
語
る
の
は
主
婦
連
会
長
の

山
根
さ
ん
。
ま
た
、
岩
手
漁
連
の

大
井
さ
ん
は
「
大
き
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
で
関
税
が
撤
廃
さ
れ

て
海
外
か
ら
安
価
な
水
産
物
が
入

っ
て
く
れ
ば
と
て
も
太
刀
打
ち
で

き
な
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
た
医
療
の
現
場
か
ら
は
「
ア

メ
リ
カ
の
民
間
保
険
会
社
が
乗
り

出
し
て
く
れ
ば
、
お
金
の
あ
る
人

で
な
け
れ
ば
医
者
に
行
け
な
く
な

る
」
と
、
日
本
の
皆
保
険
制
度
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。 

 

先
の
総
選
挙
で
２
９
５
人
当
選

し
た
自
民
党
、
そ
の
内
、
皮
肉
に

も
２
０
５
人
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
」

の
公
約
で
当
選
し
た
こ
と
、
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
！ 
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２
０
１
３
年
度
の
久
喜
市
政
方

針
と
新
年
度
の
予
算
編
成
の
特
徴

と
問
題
点
。 

第
１
は
市
政
運
営
の
基
本
方
針

で
安
倍
新
政
権
に
対
す
る
「
期
待
」

と
「
注
視
」
で
す
。
市
長
は
『
国 

の
成
長
戦
略
に
基
づ
く
日
本
経
済

の
再
生
を
期
待
す
る
と 

と
も
に
、
本
市
と
し
て 

も
「
緊
急
経
済
対
策
」 

及
び
「
骨
太
の
方
針
」 

に
よ
る
地
方
へ
の
影 

響
に
注
視
す
る
』
と
し
て
い
る
点

で
す
。 

す
で
に
破
た
ん
し
た
「
小
泉
流
」

の
「
骨
太
方
針
と
新
自
由
主
義
路

線
」
の
踏
襲
と
働
く
人
々
の
賃
金

引
き
上
げ
目
標
が
な
い
中
、
イ
ン

フ
レ
の
２
％
目
標
や
大
型
公
共
事

業
主
体
の
経
済
再
生
等
へ
の「
期
待
」

で
す
。
ま
た
生
活
保
護
基
準
の
引
き

下
げ
に
象
徴
さ
れ
る
税
と
社
会
保
障

一
体
「
改
悪
」
な
ど
市
民
生
活
向
上

へ
の
視
点
は
弱
く
、
こ
れ
で
は
地
方

自
治
体
の
「
住
民
の
福
祉
増
進
を
図

る
」
と
い
う
目
的
を
忘
れ
て
い
ま
す
。 

     

国
の
改
悪
、
後
退
路
線
へ
の
「
防

波
堤
」
の
役
割
は
果
た
せ
ま
せ
ん
。 

第
２
は
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
合

併
に
よ
る
効
果
を
さ
ら
に
追
求
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
む
し
ろ
合
併
に

よ
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、

国
保
税
、
水
道
、
農
業
集
落
排
水
料

金
な
ど
の
、
値
上
げ
に
よ
る
負
担
増

に
、
市
民
か
ら
不
安
と
批
判
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
を
改

善
・
充
実
さ
せ
る
予
算
が
必
要
で

す
。 第

３
は
一
方
で
、
清
久
工
業
団 

 

地
周
辺
や
菖
蒲 

南
部
産
業
団
地
、

さ
ら
に
栗
橋
高
柳
地
区
の
開

発
整
備
推
進
事
業
は
手
厚
い

企
業
誘
致
事
業
と
セ
ッ
ト
、
幹

線
道
路
の
施
策
に
も
膨
大
な

予
算
を
注
ぎ
、
逆
に
生
活
道
路 

は
少
な
い
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

農
業
の
振
興
策
は
弱
く
、
後
継
者

育
成
は
不
十
分
、
田
園
が
失
わ
れ
、

環
境
が
壊
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。 

２
％
上
昇
を
ぶ
ち
上
げ
た
、経

済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
三
本

の
矢
が
、
何
や
ら
小
泉
氏
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
絶
叫
政
治
に
似
て

い
ま
す
が
、ま
だ
具
体
的
な
政

策
は
何
も
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、も
し
や

景
気
が
良
く
な
る
の
で
は･･･

と
い
う
期
待
感
だ
け
で
、
内
閣

支
持
率

７０

％
と
は
驚
き
で

す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
背
景
に

し
て
７
月
の
参
院
選
で
は
単

独
過
半
数
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
猫．
か
ぶ
り

．
．
．
（
河

野
洋
平
氏
評
）
を
決
め
こ
ん
で

い
る
の
で
す
。 

そ
し
て
選
挙
後
の
優
先
課

題
と
し
て
、
ま
ず
は
憲
法
９６

条
（
改
憲
条
項
）
の
改
正
に
着

手
し
、改
憲
の
発
議
用
件
を
衆

参
各
院
の
３
分
の
２
以
上
か

ら
半
分
以
上
に
緩
和
し
、
そ
の

上
で
９
条
改
正
に
よ
る
自
衛

隊
の
「
国
防
軍
」
化
を
目
指
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
同

自
民
党
の
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ

ー
ズ
「
日
本
を
取
り
戻
す
」

と
は
、
実
に
抽
象
的
な
表
現

で
す
が
、
こ
の
３
ヶ
月
半
で

次
第
に
見
え
て
き
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

安
倍
政
権
は
補
正
予
算
を

組
み
、
デ
フ
レ
脱
却
、
物
価

盟
国
ア
メ
リ
カ
の
為
に
一
肌

脱
げ
る
よ
う
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
の
為
の
憲
法
解

釈
見
直
し
に
意
欲
的
で
す
。 

 

そ
し
て
終
局
的
に
は
憲
法

９
条
を
な
く
す
こ
と
が
狙
い

な
の
で
す
。 

再
び
戦
争
を
す
る
国
に
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

世
界
の
宝
で
あ
る
憲
法
９

条
（
戦
争
放
棄
）
を
守
る
為
に

も
、
こ
の
７
月
の
参
院
選
挙

は
、
と
て
も
重
要
な
選
挙
と
な

り
ま
す
。 

 
 


